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フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
基
幹
労
働
力
化 

研
究
員
　
本
田
　
一
成 

 

１
．は
じ
め
に 

 

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
の
拡
大
が
止
ま
ら
な

い
。
総
務
省
『
平
成
一
四
年
度
就
業
構
造
基

本
統
計
調
査
』
（
就
調
）
に
よ
る
と
、
増
加

を
続
け
て
き
た
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
数
（
ア
ル

バ
イ
ト
数
含
む
）
は
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月

時
点
で
約
一
二
〇
六
万
人
と
な
り
、
役
員
を

除
く
雇
用
者
の
二
三
・
七
％
を
占
め
る
。
こ

の
割
合
は
女
性
に
限
れ
ば
四
三
・
二
％
と
な

り
、
最
大
の
雇
用
形
態
で
あ
る
正
規
従
業
員

の
四
七
％
に
肉
薄
し
て
い
る
。
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
が
増
え
つ
づ
け
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す

基
幹
的
な
労
働
者
と
し
て
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。 

 

本
稿
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
を
例
に

と
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
基
幹
労
働
力
化

（
以
下
、
基
幹
化
と
記
す
）
を
検
討
す
る
。

基
幹
化
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
数
や
雇
用

比
率
の
増
加
と
い
う
量
的
な
基
幹
化
と
、
職

場
で
の
仕
事
内
容
が
高
度
化
し
て
正
社
員
の

そ
れ
に
接
近
し
て
い
く
質
的
な
基
幹
化
の
二

種
類
が
あ
る
。
本
稿
の
構
成
は
次
の
通
り
で

あ
る
。
二
節
で
経
済
全
体
の
量
的
な
基
幹
化

に
つ
い
て
調
べ
た
上
で
、
三
節
で
は
職
場
に

視
点
を
移
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の

事
例
を
検
討
す
る
。
最
後
に
イ
ン
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ま
と
め
る
。 

  

２
．量
的
な
基
幹
化
の
動
向 

  

冒
頭
に
記
し
た
『
就
調
』
の
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
は
い
わ
ゆ
る
呼
称
パ
ー
ト
で
あ
り
、
短

時
間
パ
ー
ト
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く

指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

人
数
に
よ
る
パ
ー
ト
比
率
と
な
る
。
各
人
の

労
働
時
間
は
異
な
る
か
ら
、
労
働
時
間
数
に

よ
る
パ
ー
ト
比
率
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
厚
生
労
働
省
『
毎
月
勤
労
統
計
調
査
』 

（
毎
勤
）
を
利
用
し
て
、
労
働
時
間
数
に
よ

る
パ
ー
ト
比
率
を
調
べ
て
、
日
本
の
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
量
的
基
幹
化
の
程
度
を
確
認
し

よ
う
。 

　
『
毎
勤
』
は
賃
金
と
労
働
時
間
を
優
先
的

に
調
査
す
る
た
め
か
、
各
年
分
の
報
告
書
で

は
、
年
平
均
の
常
用
労
働
者
数
が
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の
ウ
ェ

ッ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
一
九
九
七
年
分
か
ら
一

般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
区
分
し
た

常
用
労
働
者
数
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
利
用
し
て
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
二
年

ま
で
に
算
出
し
た
量
的
な
パ
ー
ト
活
用
率
の

推
移
を
と
ろ
う
（
注
１
）
。 

　
図
１
は
産
業
別
の
量
的
な
パ
ー
ト
活
用
率

の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
指

摘
す
べ
き
は
、
労
働
時
間
数
に
基
づ
く
比
率

で
み
れ
ば
産
業
計
で
一
三
・
七
％
と
な
り
、

パ
ー
ト
化
は
一
割
強
の
段
階
で
あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
正
社
員
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に

大
き
く
代
替
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
喧
伝
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
語
感
ほ
ど
に
パ
ー
ト

化
は
強
烈
で
は
な
い
と
い
う
解
釈
も
で
き
る

（
注
２
）
。
た
だ
し
、
産
業
別
に
み
る
と
、
卸

売
・
小
売
業
、
飲
食
店
の
量
的
な
パ
ー
ト
活

用
率
が
一
頭
地
を
抜
い
て
い
る
。
し
か
も
年
々

上
昇
し
て
き
て
二
〇
〇
二
年
に
は
二
八
・
九

％
と
労
働
時
間
数
で
み
て
も
四
人
に
一
人
か

ら
三
人
に
一
人
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
い
う

段
階
に
移
行
中
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も

と
も
と
の
活
用
率
も
上
昇
率
も
低
い
サ
ー
ビ

ス
業
お
よ
び
製
造
業
と
の
差
が
開
く
傾
向
が

み
ら
れ
る
。 

 

３
．フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン 

　 

の
事
例
分
析 

 

（
１
）
量
的
な
基
幹
化
と
質
的
な
基
幹
化 

　
視
点
を
経
済
全
体
か
ら
職
場
へ
移
し
て
基

幹
化
を
検
討
し
よ
う
。
取
り
上
げ
る
フ
ァ
ミ
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リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
量
的
な
基
幹
化
の
程

度
が
極
め
て
高
い
例
に
該
当
す
る
業
態
で
あ

る
。
二
四
時
間
営
業
を
継
続
す
る
た
め
、
主

婦
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
を
組
合
せ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
そ
れ
ら
の
各
パ
ー
ト
集

団
の
労
働
時
間
を
観
察
し
つ
つ
、
高
度
な
量

的
基
幹
化
の
中
身
を
検
討
す
る
た
め
に
は
格

好
の
業
態
と
な
る
。 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
は
量
的
な
基
幹

化
の
み
な
ら
ず
質
的
な
基
幹
化
の
程
度
も
高

く
、
こ
の
点
で
も
無
視
し
が
た
い
研
究
対
象

で
あ
る
。
例
え
ば
、
東
京
都
（
二
〇
〇
二
ａ
）

は
、
飲
食
店
の
店
長
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に

対
し
て
実
施
し
た
質
問
紙
調
査
で
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
担
当
業
務
を
丁
寧
に
調
べ
、
勤
続

年
数
の
長
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
中
心
と
し

て
難
度
の
高
い
作
業
を
担
う
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
東
京
都
（
二
〇
〇
二
ｂ
）
は
、
正
社

員
と
の
仕
事
の
分
担
と
正
社
員
へ
の
登
用
の

実
態
か
ら
、
飲
食
店
に
お
け
る
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
の
質
的
な
基
幹
化
を
報

告
し
た
。 

 

他
方
で
注
意
す
べ
き
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ

ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
に
量
的
な
基
幹
化
と
質
的

な
基
幹
化
が
と
も
に
高
ま
る
と
は
限
ら
な
い

点
で
あ
る
。
小
売
業
と
飲
食
店
に
対
す
る
質

問
紙
調
査
結
果
を
用
い
た
本
田
（
二
〇
〇
一
）

に
よ
れ
ば
、
質
的
な
基
幹
化
と
量
的
な
基
幹

化
に
は
相
容
れ
な
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
量
的
な
基
幹
化 

　
西
日
本
を
中
心
に
三
九
〇
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
を
展
開
す
る
Ｏ
社
（
正
社
員
七

五
〇
人
、
実
人
員
数
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
七

二
五
〇
人
）
を
取
り
上
げ
よ
う
（
注
３
）
。
こ

こ
で
は
Ｏ
社
ｏ
店
に
お
け
る
二
〇
〇
二
年
五

月
二
七
日
（
月
）
〜
六
月
三
〇
日
（
日
）
の 

五
週
間
分
の
従
業
員
勤
務
実
績
書
類
を
利
用

す
る
。
同
種
の
資
料
に
よ
っ
て
出
退
勤
時
間

の
記
載
情
報
か
ら
労
働
時
間
構
造
を
把
握
す

る
こ
と
は
本
田
（
二
〇
〇
一
）
も
試
み
た
が
、

そ
の
方
法
を
再
び
別
の
企
業
の
デ
ー
タ
で
採

用
す
る
（
注
４
）
。 

　
表
１
は
、
従
業
員
の
構
成
と
勤
務
実
績
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
合
計
三
七
人
の
従

業
員
が
勤
務
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
三
人

が
正
社
員
で
あ
る
。
正
社
員
が
や
や
多
い
店

舗
の
例
と
み
ら
れ
る
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

う
ち
最
も
多
い
の
は
主
婦
の
一
三
人
で
あ
り
、

学
生
一
一
人
、
フ
リ
ー
タ
ー
七
人
、
副
業
者

三
人
と
な
る
。
ｏ
店
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

労
働
時
間
は
短
い
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
主

婦
の
一
週
の
平
均
労
働
日
数
は
三
・
五
日
、

同
平
均
労
働
時
間
は
一
四
・
三
時
間
、
一
日

の
平
均
労
働
時
間
は
四
時
間
と
な
る
。
学
生

と
副
業
者
の
労
働
時
間
は
主
婦
よ
り
短
い
。

フ
リ
ー
タ
ー
の
労
働
時
間
は
主
婦
よ
り
も
長

い
け
れ
ど
も
、
筆
者
が
知
る
限
り
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
フ
リ
ー
タ
ー
は
こ
れ
以

上
の
長
時
間
勤
務
者
が
多
い
。 

　
労
働
時
間
構
造
の
検
討
に
移
ろ
う
。
表
２

は
上
記
期
間
五
週
間
分
の
勤
務
実
績
書
類
の

出
退
勤
時
間
の
記
載
に
基
づ
い
て
日
別
の
従

業
員
の
労
働
時
間
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
週
計
の
数
値
に
よ
る
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
量
的
な
活
用
率
は
、
八
一
・
二
％
と
な

る
。
こ
の
数
値
も
業
態
の
中
で
は
や
や
低
い

と
い
え
る
。
例
え
ば
、
本
田
（
二
〇
〇
一
）

で
は
同
比
率
が
九
一
・
五
％
で
あ
っ
た
。
一

週
間
単
位
に
お
け
る
変
動
の
最
大
の
特
徴
は
、

ど
の
週
も
土
曜
日
と
日
曜
日
に
量
的
な
パ
ー

ト
活
用
率
が
減
少
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

両
日
は
、
主
婦
の
パ
ー
ト
活
用
率
が
低
下
し
、

正
社
員
と
学
生
の
活
用
率
が
上
昇
す
る
。
つ

ま
り
、
主
婦
が
勤
務
し
な
い
時
間
を
正
社
員

と
学
生
が
埋
め
る
。 

　
一
日
単
位
の
役
割
分
担
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ

う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
朝
か
ら
昼
や
夕
方

ま
で
は
主
婦
、
夕
方
か
ら
深
夜
〇
時
ま
で
の

夜
間
は
、
学
生
と
副
業
者
、
ご
く
一
部
の
主

婦
が
勤
務
す
る
。
深
夜
〇
時
か
ら
朝
ま
で
は
、

ほ
ぼ
フ
リ
ー
タ
ー
が
担
う
。
ほ
と
ん
ど
の
フ

リ
ー
タ
ー
は
他
の
時
間
帯
で
は
勤
務
せ
ず
、

フ
リ
ー
タ
ー
同
士
が
二
人
、
も
し
く
は
学
生

と
組
ん
で
深
夜
勤
務
を
し
て
い
る
。
正
社
員

は
変
動
が
あ
る
も
の
の
一
番
多
い
の
は
昼
一

二
時
か
ら
夜
九
時
く
ら
い
ま
で
の
勤
務
で
あ

る
。
ま
と
め
る
と
、
土
日
で
は
他
の
曜
日
に

は
主
婦
が
勤
務
し
て
い
る
朝
、
昼
、
夕
方
ま

で
く
ら
い
が
手
薄
に
な
り
、
こ
れ
を
正
社
員

だ
け
で
な
く
、
学
生
と
ご
く
一
部
の
フ
リ
ー

タ
ー
で
カ
バ
ー
す
る
。
副
業
者
と
フ
リ
ー
タ

ー
は
土
日
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
夜
間
勤
務
と
深

夜
勤
務
に
特
化
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

ｏ
店
は
異
質
な
パ
ー
ト
集
団
を
う
ま
く
組
合

せ
て
高
度
な
量
的
基
幹
化
を
実
現
し
維
持
し

て
い
る
。  

（
３
）
質
的
な
基
幹
化 

　
店
の
質
的
な
基
幹
化
に
つ
い
て
も
、
店
長
、

正
社
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
お
け
る
非
定

型
作
業
と
管
理
作
業
の
分
担
状
況
を
通
じ
て

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｏ
店
店
長

の
一
般
的
な
言
明
に
基
づ
く
た
め
な
お
不
明

な
点
が
残
る
が
、
要
点
の
み
を
記
す
。 

　
勤
続
一
〜
二
年
以
上
で
仕
事
内
容
を
熟
知

し
て
お
り
、
正
社
員
か
ら
ほ
と
ん
ど
指
示
を

受
け
ず
に
勤
務
で
き
る
、
い
わ
ば
ベ
テ
ラ
ン

パ
ー
ト
に
な
る
と
、
非
定
型
作
業
と
し
て
「
他

の
持
ち
場
の
調
理｣
、「
他
の
持
ち
場
の
接
客｣

、

「
調
理
方
法
の
変
更｣
、「
苦
情
対
応｣

、「
顧

客
へ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案｣
、「
単
品
の
売
上

分
析
」
の
す
べ
て
を
時
々
行
う
。
わ
か
り
に

く
い
と
思
わ
れ
る
点
を
説
明
す
る
と
、｢

調
理

方
法
の
変
更
」
と
は
、
許
容
し
う
る
変
更
、

例
え
ば
、
メ
ニ
ュ
ー
で
は
生
卵
だ
が
で
き
れ

ば
目
玉
焼
き
に
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
顧
客
の

要
望
に
対
応
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
顧
客
へ

の
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
」
と
は
、
様
々
な
理
由

で
顧
客
が
な
か
な
か
注
文
を
決
め
ら
れ
な
い

場
合
に
顧
客
の
話
を
聞
き
、
商
品
を
丁
寧
に

説
明
し
て
注
文
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。
丁
寧

な
対
応
で
次
回
の
来
店
を
ね
ら
う
。
「
単
品

の
売
上
分
析
」
は
、
正
社
員
の
よ
う
に
数
値

を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
勤
務
す
る
時
間

帯
で
ど
の
商
品
が
ど
の
く
ら
い
注
文
さ
れ
て

い
る
か
を
把
握
す
る
。
そ
れ
を
顧
客
に
対
す

る
適
切
な
接
客
や
調
理
に
活
か
す
。
こ
れ
ら

の
作
業
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
理
論
通
り
な
ら
ば
、

行
う
作
業
と
行
っ
て
は
い
け
な
い
作
業
を
は

っ
き
り
と
決
め
る
べ
き
だ
が
、
実
際
に
は
各

自
の
判
断
に
委
ね
る
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
が

な
い
と
売
上
を
と
れ
な
い
と
い
う
。 

　
ま
た
、
管
理
作
業
と
し
て
「
新
入
パ
ー
ト

の
教
育
」「
人
員
計
画
の
立
案
」
も
時
々
行
う
。

「
人
員
計
画
の
立
案
」
は
店
長
と
正
社
員
の

仕
事
だ
が
、
ベ
テ
ラ
ン
パ
ー
ト
は
日
々
の
職

場
の
各
人
の
働
き
ぶ
り
や
組
合
せ
を
よ
く
知

る
立
場
か
ら
意
見
を
い
う
場
合
が
あ
る
と
い

う
。
以
上
の
よ
う
な
分
業
状
況
か
ら
、
高
度

な
質
的
基
幹
化
の
実
態
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。 

 

４
．ま
と
め 

  

　
Ｏ
社
に
限
ら
ず
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン

の
店
舗
に
は
も
と
も
と
現
状
の
よ
う
に
高
度

な
基
幹
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
パ
ー

ト
の
質
的
な
活
用
率
は
お
よ
そ
五
〇
％
か
ら

上
昇
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
質
的
な
基
幹

化
も
標
準
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
積
み
上
げ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
店
舗
で
は
正 
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社
員
は
ま
だ
一
人
な
い
し
〇
人
に
な
っ
て
い

な
い
。
な
ぜ
そ
う
な
ら
な
い
か
が
重
要
で
あ

ろ
う
。
お
そ
ら
く
基
幹
化
が
進
み
す
ぎ
る
と

不
利
な
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
基
幹
化
の

最
適
な
水
準
の
設
定
と
見
直
し
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
事
例
か
ら
、

同
一
職
場
に
お
け
る
異
質
な
パ
ー
ト
集
団
の

発
生
と
協
業
や
分
業
を
視
野
に
い
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
点
が
示
唆
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
職
場
で
は
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

の
組
合
せ
と
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
内
部
の
異

質
な
集
団
の
組
合
せ
の
二
つ
の
軸
が
あ
る
。

二
つ
の
軸
の
展
開
は
、
質
的
な
基
幹
化
と
量

的
な
基
幹
化
の
両
者
の
進
行
の
間
で
形
成
さ

れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
職
場
で
は
表
面
上

の
雇
用
区
分
を
超
え
た
実
態
が
み
ら
れ
、
そ

の
分
析
の
成
果
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
上
記
の
二
軸
が
量
的
お
よ
び
質
的
な
基

幹
化
の
相
互
関
係
の
解
明
に
お
け
る
一
つ
の

鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

〈
注
〉 

（
１
）
量
的
な
パ
ー
ト
活
用
率
＝
（
年
平
均
の 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
数
×
年
平
均
の
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
月
間
総
実
労
働
時
間
数
）
÷
（
年

平
均
の
一
般
労
働
者
数
×
年
平
均
の
一
般
労
働

者
総
実
労
働
時
間
数
＋
年
平
均
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
数
×
年
平
均
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
月
間
総
実
労
働
時
間
数)

。『
毎
勤
』
は
、
常

用
労
働
者
五
人
以
上
の
事
業
所
を
調
査
対
象
と

し
、
一
日
の
所
定
労
働
時
間
が
一
般
の
労
働
者

よ
り
も
短
い
者
、
も
し
く
は
一
日
の
所
定
労
働

時
間
が
一
般
の
労
働
者
と
同
じ
で
一
週
の
所
定

労
働
日
数
が
一
般
の
労
働
者
よ
り
も
少
な
い
者

を
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
み
な
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
調
査
対
象
が
常
用
労
働
者
（
調
査
の
定
義

で
は
調
査
月
よ
り
前
の
二
カ
月
間
に
そ
れ
ぞ
れ

一
八
日
以
上
雇
わ
れ
た
者
も
し
く
は
期
間
を
定

め
ず
ま
た
は
一
カ
月
を
超
え
る
期
間
を
定
め
て

雇
わ
れ
て
い
る
者
）
に
限
ら
れ
て
お
り
、
臨
時

パ
ー
ト
は
含
ま
れ
ず
常
用
パ
ー
ト
に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

（
２
）
も
っ
と
直
裁
に
、
本
当
に
代
替
し
て
い

る
の
か
と
い
う
点
は
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
計

量
的
な
実
証
分
析
と
し
て
、
例
え
ば
宮
本
＝
中

田
（
二
〇
〇
二
）
、
石
原
（
二
〇
〇
三
）
、
原

（
二
〇
〇
三
）
が
あ
り
、
み
な
大
筋
で
代
替
説

を
否
定
す
る
。 

（
３
）
二
〇
〇
二
年
六
月
三
〇
日
に
Ｏ
労
働
組

合
に
て
労
働
組
合
役
員
に
対
し
て
一
回
（
一
時

間
三
〇
分
）
、
ｏ
店
店
長
に
対
し
て
一
回
（
四

五
分
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。 

（
４
）
本
田
（
二
〇
〇
一
）
の
資
料
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
主
婦
と
学
生
・
フ
リ
ー

タ
ー
の
二
区
分
に
よ
る
一
週
間
分
で
あ
っ
た
が
、

今
回
利
用
す
る
の
は
主
婦
、
学
生
、
副
業
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
四
区
分
の
五
週
間
分
の
資
料
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
副
業
者
は
主
と
し
て
中
高

年
の
自
営
業
者
や
、
昼
間
は
別
の
企
業
で
勤
務

す
る
雇
用
者
で
あ
る
。 
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